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研究成果の概要（和文）： 本研究では，モバイル世代向けに，本質的な双方向型授業と授業外の主体的学修を目指す
ための実践的スマートデバイス活用法を一提案する。また，提案手法の評価とその効果は，韓国語検定試験の聞取り対
策授業での実践活用を通して調べる。なお，本研究では韓国語検を題材にして本質的な双方向型授業と授業外の主体的
学修，すなわち能動的学修を目指す教材の構成・実装を行っているが，教育内容と方法の工夫によって，他教科にも適
用可能なものである。したがって，提案手法は，大学を含め，ネットワーク環境と学習管理サーバの設備が十分に整っ
てない小中高の学校でも能動的学修が容易に展開できることも大いに期待できる。

研究成果の概要（英文）：In the paper, we propose a method of utilizing smart device in measure lesson of 
proficiency test aimed at active learning. The purpose of this method is to aim essential interactive 
lesson and the students' proactive learning expand outside of class. Therefore, the proposed method in 
view of the problems of the previous methods is based on the Bluetooth and SQLite of smart devices 
without internal and external supports. In this paper, we utilized the educational materials of smart 
devices in the subject matter of the listening measure lesson of Korean proficiency test. However, by 
devising of educational content and methods, the proposed method can be applied to other subjects. This 
method including the university can also greatly expected that the equipment of the network environment 
with the learning management server can be active learning is easily deployed in elementary, middle and 
high schools that are not equipped enough.

研究分野：外国語教育
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１．研究開始当初の背景 

最近，国内・外の教育関連機関では小中高
校の学習環境の改善計画が進められ，パソコ
ンからモバイル端末へ移りつつある。一方，
私立大学でモバイル端末の学習活用の事例
は約 1 割強（平成 23 年度版私立大学情報環
境白書）であり，その活用の見込みも小中高
校と比べて遅れている。つまり，私立大学で
はモバイル世代向けの新学習サービスとし
て，モバイルラーニングに関する十分な検討
がなされていない。 

韓国語学習においても，モバイルラーニン
グは学習時間の確保・拡大ができる新教育サ
ービスとして期待が高まっているが，実際の
学習マネジメントの運用には，通信インフラ
と管理サーバが必要になる。しかし，普通教
室まで通信インフラが完備された私立大学
は 5 割程度の現状から，普通教室の授業の中
で韓国語モバイルラーニングの実践活用は
関連設備に大きく依存している。 

以上の状況を打開するために，本研究では
通信インフラと管理サーバを利用せず，モバ
イル端末に基本装着されている無線センサ
とデータベースを活かして韓国語運用能力
の向上を目指す学習マネジメントを開発し，
実践的韓国語モバイルラーニングを構築す
る。 

これらのモバイルラーニングは，教員を含
む利用者全体の利便性が高いので，対面授業
の積極的な取り組みの双方向型授業と授業
外の主体的学び，すなわち能動的学修を進め
られる。モバイル世代に主体的な学びを促進
する韓国語学習環境を提供・支援できる。 

 

２．研究の目的 

本研究は，モバイル世代のために，授業外
の主体的学びはもちろん対面授業中でも双
方向型授業として活用できる実践的韓国語
モバイルラーニングの構築を目的にする。本
モバイルラーニングは多様な学習形態に対
応するために，通信インフラと管理用サーバ
を利用せず，モバイル端末に基本装着された
無線センサとデータベースを活かして学習
マネジメントを行う。なお，本研究は韓国語
学習を題材にしているが，実践的モバイルラ
ーニングは他の外国語領域にも適用可能な
ものである。 

具体的な研究項目は以下の 3 つである。 

① モバイルラーニングの学習支援シス
テムの開発する。 

② 多様な学習形態に対応する学習マネ
ジメントの開発する。 

③ 実践活用とその評価による有効性の
実証する。 

 

３．研究の方法 

本研究は上記の背景およびこれまでの研
究成果を基に，通信インフラと管理サーバを
利用せず，モバイル端末内の無線センサとデ
ータベースを活かして学習マネジメントを 

 

図 1：モバイル端末によるネットワーク構築の概要 

運用する実践的韓国語モバイルラーニング
を構築した。 
(1) モバイル端末によるネットワーク構築

の開発： 通信インフラが完備されてな
い普通教室で教員対学生間と，学生同士
間でデータの送・受信ができるように，
モバイル端末の無線センサを用いた最
適なネットワークの構築方法を確立し
た。これらの全体的概要を図１に示す。 

(2) データベースの設計： 学習マネジメン
トを行う際，モバイル端末間のデータを
効率よく管理できるように，モバイル端
末に適する SQLite データベースの設計
方法を明らかにした。 

(3) 対面授業時の学習マネジメントの開発：  
モバイル端末の画面サイズに適する①
電子教科書の教材作成，その電子教科書
を用いた②理解度把握システム，の 2つ
の学習マネジメントを開発した。 

(4) 授業外学修時の学習マネジメントの開
発： 授業以外の自律学習でも，学生の
学習意欲と関心を継続させるために，①
学習項目を細分化・専門化し，②多様で
豊富な習熟度別の予習・復習・課題の提
供と実施環境，の２つの学習マネジメン
トを開発した。 

(5) 実践活用：  モバイルラーニングを使
用する vs.使用しないグループ，授業中
のみ使用する vs.使用しないグループ，
授業外学修のみ使用する vs.使用しない
グループ，学年別のグループなど，様々
な条件別の実践活用を正規授業中に組
み込み，その学習効果を確かめた。（図
２）。 

  

図２：実践活用の風景 

(6) 有効性の実証：  実践活用後，学習者
にアンケートを行い，モバイルラーニン
グに対する評価と学習効果の相関関係
を調査する。更に，統計的分析により，
その解析結果を明らかにした。 

 
４．研究成果 
本研究は，モバイル世代のために，本質的

な双方向型授業と授業外の主体的学修を目



 

 

指すためのスマートデバイス活用法を，韓国
語検定試験の聞取り対策授業での実践を通
じて提案し，その効果も確かめた。提案手法
では先行研究の課題を鑑み，学内・外的支援
に頼らない，スマートデバイスの Bluetooth

と SQLite を基盤とした。 

従来では紙媒体の練習問題を扱ったこと
で，いくつの課題が残されていた。それらの
課題を改善するために，提案手法では従来の
紙媒体に代わりに，スマートデバイスで学習
項目の進行ができる教材の構成・実装を行っ
た。提案手法によって，従来の 6 段階の学習
項目と進行は 3 段階に短縮された。提案手法
を対策授業で実践活用した結果，従来の 4 つ
の課題は改善されて，本質的な双方向型授業
の展開ができたと考えられる。しかも，提案
手法によって，学習と無関係の部分は省かれ
て，直接的に学習に関する時間は従来の対策
授業と比べて 15 分程度増加した。教員はそ
の時間を学生との意思疎通やテストのフィ
ードバックなどの直接的な学習内容に反映
したことで，全体的な授業内の学習量も増え
た。 

学生の授業外の主体的学修には，授業内の
ように教員の直接的な関与や指導などがで
きない。そのため，学生は面倒な CD 操作に
よる聞取り学修を筆記の自主勉強と比べて
怠る傾向が学習外でみられて，いくつの課題
も生じた。提案手法では授業外の主体的な聞
取り学修活動を促すために，従来の面倒な
CD 操作の代わりに，スマートデバイスで気
軽く聞取り学習ができる教材の構成・実装を
行った。つまり，提案手法は従来のように学
生に向かって「聞取りの学修時間を増やしな
さい」と促すだけではなく，聞取り学習に取
り組みやすい学修環境を学生に提供した。従
って，提案手法は授業外の主体的な学修活動
の拡大にも寄与できたと考えられる。 

提案手法に対する学生の評価は，実践活用
を通して，アンケート調査で行った。評価内
容は，(1)ユーザビリティ，(2)利活用形態，(3)

学修関連の 3 つであった。回答結果により，
提案手法は学生から高く評価されていたこ
とが明らかになった。 

これらの肯定的な評価は，検定試験の聞取
り得点にも良い影響を与えた。過去の受験者
との得点比較により，提案手法を用いて聞取
りの対策授業を受けた受験者は，過去の受験
者と比べて，明らかに聞取りの得点が向上で
きた。従って，提案手法の活用により韓国語
検定試験の聞取り対策授業における本質的
な双方向型授業と授業外の主体的学修の拡
大が展開できたと考えられる。 

一方で，提案手法の改善すべき課題も確か
めることができた。提案手法を活用した学生
の学習時間が初期頃と比べて，減少したこと
である。これらの結果は，学習意欲に関係が
あると考えられる。つまり，提案手法の活用
初期に維持できた学生の学習意欲は，時間が
経つにつれて維持できなくなったため，学習

時間の減少傾向に影響を与えたと考えられ
る。これらは今後の課題として，1 日中の学
習義務時間や授業外での自律学習を促す工
夫と，長期間でも学習意欲が維持できるよう
な教育マネジメントのモデルを確立し，提案
手法にその教育マネジメントの機能を新た
に追加したい。 

最後に，本研究では韓国語を題材にして能
動的学修を目指すスマートデバイスの活用
法を提案したが，教育内容と方法の工夫によ
って，他教科にも適用可能なものである。ま
た，提案手法は，大学を始め，ネットワーク
環境と学習管理サーバの設備が十分に整っ
てない小中高の学校でも能動的学修が容易
に展開できることも大いに期待できる。 
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